
7 月 31 日（水） 

あなたの深いところにいるわたしを信じて、頼りなさい。 

わたしはそこにいて、あなたと常に心を通わせている。 

あなたは外の世界でイラついて神経がピリピリすることが

あっても、そんな自分に腹を立てるのはよしなさい。 

あなたは人間にすぎないのだし、あなたのまわりでめまぐる

しく起こる出来事に、時には打ちのめされる思いがすること

がある。 

あなたの人間的な部分について自分を叱責するよりも、わた

しがあなたのそばにいて、同時にあなたの内にもいることを

思い起こしなさい。 

わたしはいつもあなたとともにいて、攻めるよりもむしろ励

まし、支えている。 

わたしが住まうあなたの奥深いところで、あなたがわたしの

平安をずっと味わっていることを、わたしは知っている。 

しばらく、あなたの生活のペースを落としてみなさい。 

わたしのもとに来て心を静めなさい。 

そうすれば、わたしが復活後、弟子たちに与えた祝福のこと



ばを耳にすることができるだろう。 

「あなたに平安があるように」、と…‥。 
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【新改訳 2017】 

コロサイ 1:27  

この奥義が異邦人の間でどれほど栄光に富んだものである

か、神は聖徒たちに知らせたいと思われました。この奥義と

は、あなたがたの中におられるキリスト、栄光の望みのこと

です。 

マタイ 28:20 

わたしがあなたがたに命じておいた、すべてのことを守るよ

うに教えなさい。見よ。わたしは世の終わりまで、いつもあ

なたがたとともにいます。」 

ヨハネ 20:19  

その日、すなわち週の初めの日の夕方、弟子たちがいたとこ

ろでは、ユダヤ人を恐れて戸に鍵がかけられていた。すると、

イエスが来て彼らの真ん中に立ち、こう言われた。「平安が

あなたがたにあるように。」 


